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社
会
保
障
給
付
費
が
２
０
４

０
年
度
推
計
で
、
今
よ
り
約
1.6

倍
の
１
９
０
兆
円
と
な
り
、
負

担
が
膨
ら
む
と
政
府
が
公
表

（
経
済
財
政
諮
問
会
議
）
し
ま

し
た
。

　

社
会
保
障
費
と
い
っ
て
も
、

２
０
１
８
年
度
比
で
、
年
金
1.3

倍
、
医
療
1.7
倍
、
介
護
2.4
倍
と
、

項
目
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま

す
。
最
も
伸
び
る
の
が
介
護
で

す
。
こ
の
推
計
は
、
経
済
成
長

率
を
年
２
％
前
後
、
病
床
数
の

削
減
と
在
宅
ケ
ア
を
進
め
る
こ

と
が
前
提
で
、「
財
政
あ
り
き
」

の
計
画
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

わ
が
国
の
人
口
構
造
は
、
２

０
４
０
年
代
に
団
塊
世
代
が
90

歳
代
と
な
り
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
も
70
代
に
な
り
ま
す
。
こ

の
世
代
の
割
合
が
高
く
な
る
一

方
で
、
15
〜
64
歳
が
減
少
す
る

「
人
口
減
少
社
会
」
を
迎
え
ま

す
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の
傾
向

は
都
市
部
を
中
心
に
し
た
全
国

の
平
均
的
な
動
向
で
あ
っ
て
、

　
白
川
町
な
ど
の
中
山
間
地
域
で

は
、
２
０
４
０
年
を
待
つ
ま
で

も
な
く
、
す
で
に
人
口
減
、
高

齢
化
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お

り
、
い
ま
ま
さ
に
そ
こ
を
突
き

進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　

介
護
費
が
膨
ら
み
、
負
担
増

と
な
る
危
機
要
因
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
本
格
的

な
政
策
論
議
を
先
送
り
に
し
て

い
ま
す
。
現
行
シ
ス
テ
ム
は
、

負
担
の
大
半
を
若
年
層
に
依
存

し
、
利
用
者
負
担
を
次
々
に
増

や
す
、
生
活
の
自
己
責
任
路
線

で
す
。
そ
の
う
え
、
国
に
よ
っ

て
年
金
水
準
を
自
動
的
に
抑
え

る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
導

入
さ
れ
て
お
り
、
た
び
重
な
る

負
担
増
に
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
創
設
時
の

「
介
護
の
社
会
化
」
は
空
洞
化

し
、
変
質
、
後
退
の
一
途
で
す
。

保
険
料
、
利
用
料
の
二
重
の
負

担
増
に
加
え
、
利
用
の
抑
制
が

図
ら
れ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
は
、
原
則
「
要
介
護
３
」

以
上
で
な
い
と
入
居
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
保

険
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
か
ら
「
要

支
援
」
が
外
さ
れ
、
市
町
村
の

総
合
事
業
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
介
護
報
酬
の
た
び
重

な
る
切
り
下
げ
の
結
果
、
介
護

保
険
の
事
業
所
で
は
人
件
費
相

当
分
が
増
え
ず
、
人
材
の
育
成

と
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
法
人
は
、
職
員
の
充
足
を

は
か
り
、
ケ
ア
の
質
を
高
め
る

た
め
に
、
独
自
の
奨
学
金
貸
付

制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。
資
格

取
得
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

返
還
免
除
の
仕
組
み
を
作
り
、

研
修
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
の
人
件
費
比
率
は
相

当
に
高
く
、
厳
し
い
経
営
が
続

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
職
員

の
働
き
や
す
さ
を
改
善
す
る
こ

と
が
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
社
会
福
祉
法
人
の
姿

勢
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
を

持
ち
、
事
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
信
勝

（
社
会
福
祉
法
人

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
福
祉
振
興
会
理
事
長
・

　
　
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
教
授
）

２
０
４
０
年
問
題

社
会
福
祉

社
会
保
障

は
、
い
ま

15

短歌
　　　　俳句
　　漫俳
　　　　　川柳

夏
の
空
老
婆
の
願
ひ
若
が
え
り

夏
の
空
会
い
た
き
人
と
も
う
一
度

す
い
か
畑
す
ぐ
に
見
つ
け
る
烏
た
ち

茄
子
キ
ウ
リ
漬
け
こ
む
嫁
の
味
と
な
る

ス
イ
カ
割
上
手
く
で
き
ず
に
グ
ッ
シ
ャ
グ
シ
ャ

孫
つ
れ
て
や
っ
と
渡
り
し
夏
の
川

友
釣
り
も
待
ち
わ
び
る
か
な
足
さ
そ
る

日
暮
れ
て
友
達
を
待
つ
蛍
が
り

大
好
き
な
縞
模
様
な
る
種
と
ば
す

目
で
追
う
や
飛
び
か
う
蛍
さ
み
し
げ
に

バ
イ
キ
ン
グ
囲
み
て
食
ぶ
る
子
沢
山

ひ
い
ば
あ
が
転
ぶ
か
ら
と
て
手
を
引
い
て

　
　
　
　
　
　
　

三
才
ひ
孫
の
心
優
し
き

は
り
ゑ

米
子

い
ね

柳
子

佐
津
江

康
子

惣
平

貫
一

と
よ
子

静
子

千
枝

秀
子


